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　 ヨ ハ ネス ・ノ ーベ ル の 序説 におい て t 経中の ル チ ラケ ー トゥ （Ruciraketu；曇訳 ，
信相 ；義訳 ，妙幢．以 下，信相）とい う登 場 人物 に つ い て ， 経 典形 成 史 の 観 点か ら論
じて， こ の 人物が，経の 原型 （Ur−text）か ら現存テ キス トの 最古層 を示す曇訳 に至
る い ずれ か の 段階で ， 後か ら挿入 された と結論 して い る． こ の 指摘 を踏 まえて ，
信相 の 経典 中の 位置付けを再検討す るの が本稿 の 目的で ある ．
　Skt．におい て信相 は第 2 章 （寿量 品）で 王 舎城中の 家住の 菩薩 と して 登場 し，続
く第 3 章 （懺悔 品）で は釈尊の 元 に 赴 く． 第 9 章で は敬礼対象 として 名 の み 挙が
る． 第 12 章 （正論 品）で は祖 父王 ヴ ァ レ ー ン ドラ ケ ー トゥ （Varendraketu；智力尊
幢），父 王バ レー ン ドラ ケ ー トゥ Balendraketu （力尊相 ；力尊幢），新王信相 とい う王
統が示 され，第 15章 （授記 品）で は，信相 とその 二 子 ル ー プ ヤ ケー トゥ （RUpyaketu ：
銀相 ；銀幢）・ル ー プ ヤ プ ラバ （RUpyaprabha：銀光）が ， 順次ス ヴァ ル ナ ラ トナー カ
ラチ ャ トラ クー タ （Suvarl）aratn …ikaracchatrakUta； 金宝蓋 山王 ）仏 な どへ と成仏す る旨，
釈尊 よ り記別 を授か る．第 19 章 （讃仏品）で は諸菩薩 に金宝 蓋 山王 仏 が讃嘆 され ，
信相が 世尊 を讃嘆する．
　以 上 の 信相の 描写 を性格 に つ い て まとめ る と，  釈尊在世 時に王 舎城 に住す る
在家菩薩で あ り，   智力尊幢一 力尊相一 信相 とい う王 統 に属す新 王 で あ りt   銀
相 ・銀光の 父で あり，   未来時に金宝蓋 山王仏 に成 る と授記 される， とい う四種
に集約する こ とがで きる．
　 さて ，Skt．と Tib．・1 を除 く他伝 本 に は，信相 の 前生 が記 され る．曇訳で は讃嘆品
第四 で ， 説 主 で あ る 金 龍 尊 （Skt．　Suvari）abhujendra ）王 は信 相 の ， その 二 子 金 龍
（Kanakabhujen（ira）・金光 （Kanakaprabha）は 「銀相等」の 前生で ある と して 結合 され
る． 従 っ て信相 には   前生 にお い て 金 龍尊で あ っ た， とい う性格が 加わ る D．
　 また ，義訳 で の み長者流水 品第二 十五 （Ske．　ag　17章）の 前生 譚で ，釈尊の 前生 で
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ある 主 人公流水 （Jalavaha4a）の 父持水 （Jatimdliara）を妙幢 （信相）に ， 二 子水満 ・
水蔵 （Jalambara・Jalagarbha）を銀幢 ・銀光 に結合す る ．義訳以外の 伝本が それ ぞれ
シ ュ ッ ドー ダナ， ラー フ ラ ・ア ー ナ ン ダに結合する箇所で ある．従 っ て義訳で の
み 信相 に は   前生 に お い て は持水 で あ っ た， とい う属性が 付 され て い る．
ル チ ラケ ー トゥ へ の 授記をめ ぐっ て
　 ノ ー ベ ル の 論述 の 順 序 に 従 っ て まず   に つ い て 検討す る ．こ の 記述 は 先 に 見た
通 り， Skt．，　 Tib．1 に は欠 けるが 曇訳お よび Tib．　II， 義訳 等の 広本が 伝 える もの で
ある 2）． 曇訳が もっ と も原型 に近 く， Skt．，　 Tib．・1 が 増広発展 を経 た よ り新 し い テ
キス トを示す こ と は周 知 されて い るが 3），  の 記述 は逆に曇訳 に表れ て Skt．，　 Tib．
1 に 欠けて い る． ノ ー ベ ル は これ に つ い て ，Skt．，　 Tib，1 の 短 い 形 は原型 に 近 しい こ
とを示すの で な く，省略ない し欠落 に よ る もの と解釈 した 4）． これ と同様 の 例 は
の ちに Skt．第 15 章 にお い て も指摘 され て い る 5）． また   を有す る曇訳 の 讃嘆品
は
， 前章懺悔品で 金鼓 の 懴悔偈 を感得 した信相 の ， 過去 因縁譚 と して 位置付 け ら
れ る．Skt．，　 Tib．・1で   を想 定 しな い な らば，単 に金鼓の 懺悔偈 が 過去時に も知 ら
れ て い た こ とを語 る体裁 に な っ て不 自然で ある し， また 金龍尊の 二 子 を挙 げる の
も， 信相 と二 子 との 結合 を予想 させ る ． こ の よ うに 内容 の 点か ら も， ノ ーベ ル の
指摘通 り，   を伝 える曇訳が元 来の 形 と見 るべ きで あ る．
　 第 4 章中で 金龍尊は未来生 で の受記 を希求 し，誓願 を建 て る． こ の 誓願 が 第 15
章で の 信相 と二 子 へ の 授記に繋が る．従 っ て属性   は   と不可分 な関係 を持つ
と見 られ るべ きで ある． 両章で語 られ る   も同様で あ る．
　 しか しこ の 性格付 けは 第 19 章で 矛盾 を来す．同章 は （A ）諸菩 薩に よる金 宝蓋
山王仏 讃嘆 ， （B）信相に よ る世尊讃嘆の 順 に叙述 され るが ，   の 通 り金宝蓋 山王
仏 は信相の 未来時に成仏 した姿で あり， 同時に語 られ る はずが ない の で ある， こ
の 箇所 につ い て ， Skt．，　 Tih．1，　 Tib，∬ の 記述 は 大同で あ り， （A ） （B ） の 時間的 ・
空間的関係 を明言 しな い ．一 方曇訳 で は ， （A ）に讃嘆 の 主体 で ある 菩薩衆が釈尊
の 説処の ある世界か ら金宝蓋 山王仏国土 に赴 く旨 （璽壁無 量百千万億諸菩薩衆 ， 従此
世昼至 金宝蓋 山王 如 来国 土）が ， （B）に は 対比 的 に 「そ の 時 この ［釈尊の ］ 会座 に
お い て 」 （璽壁信相菩薩，即於此 会）の 句が述 べ られ て い る ． さ らに義訳 に あ っ て
は ， （A ）の 讃嘆の 対象が金宝蓋 山王仏か ら釈迦牟尼 に交替 して お り， 讃嘆の 舞台
も鷲峰山 に設定され て ， その まま （B）へ とス ム ー ズ に進展 して い る 6）．
　先の 議論 と同様 に曇訳 を優 先す る な ら，原型 に近い 読 み は， 菩薩衆 に よ る金宝
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蓋 山王仏讃嘆 と， 信相に よる釈尊讃嘆は ， 同 時 ・別処の 事件 で ある こ とが 明記 さ
れた もの とすべ きで あろ う．Skt．，二 蔵訳の 読み は こ れ を省略 した もの とい うこ と
に なる． しか しその 上で ， や は り未来仏た る金宝蓋 山王仏が ， 現在時に讃嘆 され
る 矛盾は解消され ない ．義訳へ の 註釈で ある 慧沼 『金光明最勝王 経疏』（T．・n ・ ．1788 ，
voL 　3g）は この 点 を取 り上 げて， 「新訳 儀 訳）が正 し く， 旧経 （曇訳）は誤 りで あ
る ，何 とな らば ［経 の 説主 は釈尊で ある か ら］金宝蓋 山王 如来が 讃嘆され る 謂れ
が ない ， また信 相が成仏 した如 来だ か ら讃 嘆 される の だ とい うな ら， 信相 は ［未
来時に成仏するの だか ら］現在時の 如来た りえない 」（取意 337a）と解説 して い る．
　 慧沼の 指摘の 通 り，曇訳が現在時 と未来時の 二 人の 金宝蓋 山王 仏 を語 っ て い る
と考 えるの は難 しい ． こ の 曇訳 の 読 み を錯誤 と して斥 け ない な らば， （A ）の 「爾
時」 を未来時 と と り， 金 宝蓋 山王 仏讃 嘆の
一 節 を釈 尊 の 予言 と み な し ， （B ）の
「爾時」 を釈尊の 説示 の 終 わ っ た時 と解釈す る ほ か ない ． この よ うに 見れ ば （A ）
は授記 の 一 部 をな す言説 で ， む しろ第 15章の 信相授記の 直後 （Skt，168．10，曇訳
351alO）に記 され れ ば 適当だ っ た で あ ろ うもの と見る こ とが で き， （B）は受記に
応 じた信相 に よる釈尊讃 嘆 と捉 える こ とが で きる の で ある．
　従 っ て ， 信相 の 性格       が不可分の 関係 を もつ と言 える の で あ り， こ れ を
叙述するag　4， 15章の 信相 と二 子 へ の 授記 ， 第 19章の 金宝蓋 山王仏讃嘆 と信相の
釈尊讃嘆は， そ れ らが 隔絶 して 配置 され て は い る もの の ， 一 連の 説話 と捉 え られ
る べ き もの と見 なせ よ う．
家住の 菩薩か新王 か
　 さて ，第 4， 15， 19 章の 間隙 に あ っ て信相 に 言及す る の が第 12 章 で あ り， こ こ
での み属性   が叙述 され る．先行研究は   と上述 の   を組 み合わせ る形 で 信相
の 家系図 を示 して きた 7）．
　第 12章の 冒頭部分 に は，新王 ，父 王 ，祖父 王 の 名が 挙が る 8）． た だ し祖父 王 の
名 は 曇訳 にの み 欠 け，曇訳 か ら Skt．，　 Tib．1 に至 る まで に 増広付加 され た もの と見
られ る． 導入 部分 に 注意 す る と， Skt．，　 Tib．1は 対応 して お り，　 tena　khalu　punab
kalena　tena　samayena （yang　de’i・thse・de ’l　dus　na ）の 接続句で 叙述 が 開始 され る． 『金光
明経』中で は この 句は ま っ た く新 しい 時 ・場所 にお ける説話の 導入 に用 い られ る
場合 と 9）， 直前の 文章 に引 き続 く時 間を指示す る場合 とが ある の で 10）， 以下 の 叙
述 の 時 間的 ・空 間的位置付 けは明瞭で は ない ．一 方，曇訳 ％ π 義訳で は，釈
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ある と前置 きされ， そ の 中に信相 の 王統が 語 られ て い る ．
　 こ こ で 前節 と同様， 曇訳 を優先 し， Skt，　 Tib．　1 で は この 導入 の 一節が欠 落 ない
し省略 された と見 る な らば， Skt．，　 Tib．」にお い て は明示 され ない なが ら ， 新王信
相 の 説話は 過去話 と して語 られ て い る と考える こ とが で きる．
　さ らに第 12 章の 新王 信相 は現在 時の 属性   を もつ 信相， す な わ ち王舎城中の
菩薩摩訶薩で あ り （Skt．　6．1−2）， 家住で あ り （Skt．　7．4，6）， 都城 を出 て す ぐに 霊 鷲山
の 釈尊に見 える こ と が で きる （Skt．・21．2−5）人物 と同一 とは見 な し難い ． 信相 は登
場 す る ほ ぼ すべ て の 箇所 で 菩薩 と称 され るが 11），例 外 的 に 12章 で は菩薩 の 呼称
が な く， 逆に他章 に は王 で あ る とい う記述 が 見 えな い ． また ，家住 をい う箇所 に
王宮等 の 語 は 出ず 12）， か え っ て 新王信相 を述 べ る 12 章 に は王 舎城等の 地名 も住
処 も挙が らな い ， こ の よ うに   菩薩信相 と   新王信相 は その 描写にお い て 断絶
が 見 られ る の で あ る．
　以上 か ら， 過 去話中の   新王信相 と ， 属性         を具 え， 現在時 に釈尊
に 見える菩薩信相は ， 別人物で ある と見るべ きで あろ う． 従 っ て新王信相の 王統
と
， 記別 を授か る信相 とそ の 二 子 は， 元来接続 しえ ない 別個の 家系 なの で あ る．
結論 とノ ー ベ ル 説 の 検討
　 以上の 検討をまとめ る と， 次の ように結論 され る， まず Skt．，　 Tib．1 にお い て は
伝承の 欠落ない し省 略が起 こ りえ， 難解な箇所は曇訳の 読み を補 っ て 読 まれ る必
要があ る． これに よ っ て 理 解 され る とこ ろで は，第 3，4， 15， 19 章で 語 られ る信
相が，       ，  ， とい う性格 を具 え， 「前生 に お ける誓願一 今生 にお ける金
鼓 の懺悔偈 の 感得 ・誦 出一 授記」 とい う連続 した説話 の 中 に あ る こ とが 分か る ．
一 方で 第 12 章に語 られ る   （智力尊幢一力尊相一信 相 とい う王 統 に属す新王）の 性格
を具 えた信相 は， 上 の 信相 とは 別種の 説話に属する人 物 と見 られ るべ きで あ る．
す なわ ち， 二 種の 信相 が 語 られ て い る の で あ る．
　さて ，義訳 には属性   が述 べ られ るが， これ は明 らか に 後代 の 付加で ある．経
は 義訳 に至 る まで に多 くの 大乗菩薩 を取 り入れ た．対告衆 だけを見て も虚空蔵菩
薩 ， 師子相無礙光焔菩薩 善住菩薩 ， 観自在菩薩な どが 新 し く現 れ， 讃嘆や 陀羅
尼 には さ らに多くの 名が 挙が る。 経 は増広発展 と と もに 大乗菩薩 の称揚 の 度合い
を増す傾向にある．長者流水品に   が 付加 され たの もそ の 一端 と言えよ う．ノ ー
ベ ル は こ の 傾向を認め るが ゆえに，か えっ て 大乗菩薩称揚を極力排 した形にこ そ，
経 の 原型 を見出 そ うと試み た． そ して 第 2 章で 如来の 寿量 を 問い ，第 3 章で 本経
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の 経題に結びつ く金鼓 の懺悔偈 を誦 出 して ， 経 の 中核 的 な教説の 説主 もし くは対
告衆の 役割 を担う信相につ い て も， ノ ーベ ル は後代付加 の 要素 と見 なす． よ り原
型 に 近い 体裁 に お い て は， 第 3 章の 説主 は第 4 章 と同 じ金龍尊 で あ っ た と し， 第
2， 3 章 とも信相が言 及 される 部分 はすべ て 元来存在 しない 部分で あ る と考える の
で ある 13）．
　確か に本稿で 確認 した 二 種の 信相 の 説話が ，前後， 間隙の 章か らは独 立性の 高
い 内容で ある こ とは認め うる． それ ゆ え ， 信相の 説話 と他経説には成立段 階に相
違がある こ とが考 え られ る． しか しその 先後関係は曇訳以降の テ キス トに お い て
は判断しが た い 14）．
　 しか し， 大乗菩薩信相が完全 に排され た テ キス トの 原型 を考 える と き， 一 つ の
モ デ ル が 想起 され る ． 『高僧伝』 （T．・n 。．2059， v 。L　50）が 記す， 永平年間 （58−75）の
後漢に仏法 を伝 えた攝摩騰 が講 じた とい う 「金光明経」 で あ る ． こ の 短部の 記事
は 「経云 ，能説此 経法，為地 神所護 ， 使所居 安楽」（322c17− 1g） と伝 えて お り， 如
来の 寿量 や菩薩の 授記 とい っ た要素が 全 く抜けて い る． しか し本稿 で も確認 した
通 り，本経で は伝承過程にお い て 説主 の 交替が 起 こ りうる． 曇訳 よ りさ らに古い
原型 を構想す る と き， 攝摩騰説 に記 され る金光明経の 体 裁は， 一 つ の 検討材料 と
な りうるだ ろ う．
1）ノ ーベ ル は 曇訳の 訳語 を 「金 龍尊 ＊Suvarnabhujafigendra」 「金龍 ＊Kanakabhuj　afiga 」 と
還梵するが ，本稿で は梵本の 対応語 を採用 し ， もっ て 諸本にお ける 同人物を も指す．
2）合 部，π猷 盟 対応 部 は それ ぞれ曇訳，義訳 と
一致する の で 本稿 で は以降 も取 り上 げな
い ．なお，義訳該 当箇所 は五言三 頌で 直前 まで の 七言 か ら変調 して お り， しか も 「銀相
銀光」（曇訳 「銀相等」）と名 を挙げる が義訳の Rttpyaketuの 訳語 は 「銀幢」で ある．そ こ
で 義訳 の 当箇所は ， 曇訳授記品， もし くは 曇訳対応部 とそれに 対する疏註 （吉蔵 『金光
明経疏』T．　no ．1787，　vol ．39， 165aな ど）を併せ て参照 した t 翻訳段 階で の 付加が疑 われ る
が ． しか し義訳の 三頌 は梵文原典が想定 され る Tib．∬ の 末尾三偈 と内容上 一致するの で ，
義訳 もまた梵文の 典拠がある と見 るべ きだろう．　　 3）Skt．　xxx −xxxii ，　xlvi −xlvii ；Skjeerve





2−9 ；曇訳 ， 356c ：義訳 ， 454b −c ， （B ）3セ．243 ， 7− 10 ； Tib．・i， ∬ 178， 2− 5 ；曇
訳 357a ；義訳，454c −455a．　　 7）Ske．　xxxviii ，金 岡 ［1980：109］．　　　 8）Skt．　132，
4−8 ；Tib．　1　103．15−20 ：曇訳，346c24 −26 ；Tib．　IJ　308，14− 19，103．19−20 ；義訳 ，442a23 −
28，　　 9）第 2 章 冒頭，Skt．6，　TJb．18 ，　etc．　　 10）第 16章中 ，　 Skt．　174 ，　Tib．1　137，
etc．　　 11）Skt．第 2 章6．7， 9．6， 10．6， 19．5，第 3章 20．2，2L1 ， 2L6 ， 第 9 章 120．3，第 19
章 243．7．第 15章で は satpum §a と称され るの みだカs，彼へ の 授記が bodhisattva−Vyakarapa
と称され る．　　　 12）Skt．，　 Tib，ム∬ 8．22， 9．2 とも 「家」 （grha，　khyim）．漢訳 はい ずれ も
「室」の 語 を用 い （曇訳 ，335c26 ， 29 ；義訳，404clO）家 と内室 の 両義に とれ るが ，　 Tib，皿
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he 　 apanese 　 s ociat on 　 f 　工 dian 　 nd 　 ud hist 二　 t二 dies
『金光明経』に お ける 仏菩薩iに つ い て （日　野 ） （179）
は義訳の 「室」 を
“khang　kyim” （房屋 ）と解す．　　　 13）Skt．　xxxvi −xl ．　　　 14）思
想的発展 に つ い て の大乗菩薩称揚以 外の 視点につ い て は鈴木 ［1999］， Suzuki［2012］［2013］
参照 ． また信相説話の 外部源泉 との比 較で 先後関係を論じる こ と も困難で ，管見の 限 り
他典籍 に Ruciraketuの 名 は見 出 し難 い ．金岡 ［1980： 108］は 『華厳経』入法界 品三 四の
一を例示するが 原語は









　ed ．　Suvarnabh s々otta 〃τasditra，∠）as 　Goldglanz−∫葎∫rα，　Ein　Sanskアittext　des
Mahdydina −buddhismus’　Nach　den　Handschriften　und 　mit 　Hiife　der　tibetischen　und 　chinesis ・hen
Ubertragungen，　Leipzig： Otto　Harrassowitz，1937．　Tib．∬− Nobel　1944．　Nobel ，　Johannes ，　ed ．
Suvareabha
’
s・ttamastitrα，　Das 　G・ ldglanz−sfitra ，　Ein　Sanskrittext　des　Mahdyana −buddhis〃ms ’　Die








i　，gyal　po　shes 　bya　ba　th　eg 　pa　chen 　po　
’i　mdo

















o ゴ（lam　pa 〃 rchog 　tu　rnam 　par　rg アal 　ba　
’i　mdo 　sde 　’i　rgyaipo 　thegpa
chen 　po　
’i　mdo ，法成 （Chos 　grub），　 P．・ne ，174，　 D，　no ，555，　 N ．　no ．489．曇訳 『金 光明経』曇
無讖 訳，T．　nQ ，663，　vol ．16．合部 『合部金光明経』宝貴合揉，　 T．　no ．664，　vQl ．16．義訳 『金光
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